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これら無糸核分裂および一一核細胞が線毛の機能と裾撞

な関連をもつていることを報告した。簸近胤村⑪，樹

瀬④等はそれぞれユホンヒキガユルの胃腺細胞，肝細　　　群

胞について璽期の活動期で細胞機能が寛進している時

には無糸分製が増加し，冬眠期にはこれが減少するこ　　　L・一一一一“．．一一

とを認めて・これらの無糸分裂が機鰹白におこるもの　　冬

であることを結論している。ヒキガ＝ルの口蓋上皮線

唱細胞においてもその細胞機能が夏期と冬期とでは箸

しい相違があるものと考えられるので，本篇において　　　　期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よび二核細胞に区分したものが翼1である。切片撒本

　　　　　　緒言　　　　　　　は分離標本観察の鋤とした。
著畜⑥⑦⑧はこれまでの研究によつて気瞥」波細胞

における無糸分裂およびその結卿［陳た二核細胞が・rE　　喪1ヒキブ∫副潤鞭上1燭幡捌K斐5（loo個中

として線毛細胞に縦するものであることを知り，また　　　　　　　　　　　　　の無糸分裂数
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　　　　　　　　材料および研究方怯

　　　使肌た榊1はニホソ・キガエ，・B。f。　v。19。ris　　　自家所見

　　f・・m・…で，士中から堀り肌た冬期（気温1．8・C）　　1）切片標本

　　の冬眠中のもの5匹および自然の状態におかれた夏期　　　　切片標本における観察ではヒキガ晶ルの口蓋上皮は

　　（気温23°C）の活勤中のもの4匹であつて，体重250　　多列線毛」二皮であつて，縫酬ll胞は丈高く幅狭し・もの

　　n”3109であった。なお冬眠中のヒキガエルは土中か　　　または丈低く立方形に近いものがあり部餓により異っ

　　ら堀り出した直後に実験したo口藍部粘膜から切り取　　　ているが，一般にラツテ，犬等のものよりも丈が低

　　られた組織片は薗ちにその一・一・部を10％フオルマリンに　　　いc核は略々円簿で胞体の中央に位匿する。杯細胞は

　　入れて固定し厚さ5μの連続切片標木となし，他の大　　　分泌物が溜つて樽状を示すものとか円形に近いものな

　　部分はRanvier　t／　，nアルコ　一一ルに投入して前報と同　　　ど形が多様であり，またラッテ，犬等に比し著しく数

　　じ方法で分離永久標本を作製した。分離永久標本にお　　　が多い。しかし一一般酌にいつて切片標本においては冬

　　いて動物一個体につぎ上皮細胞5000個ずっ数え，この　’期の所見を夏期のそれとくらべて特に著しい相違は認

1　中の無糸核分裂（くびれ期，中隔期，離期に分類）お　　　められなかった。
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　　2）　無糸核分裂数および二核細胞数の変動　　　　　　毛細胞に属するものであり，杯細胞には全くこれを見

無糸核分裂数は冬期において5個体での総数が7個　　　ることが出来なかつた。ヒキガ，：」：t一ルロ藷上皮の線萢細

（0～3）0・28％であり，奥期では4個体での総数が　　胞の機能は冬期冬1即li・と夏期の活動期とでは，当然殆

19個（3～8）0・95％であって夏期では・宴期にくらぺ　　　異があるものと考えられるのであるが，綜一臓細胞｝こ漏

て蓬かに多い。また二核細胞は冬期に砿5個体で16個　　　ける最も重要な機能は綜｛｝運動による異物の運搬作Jll

（2～5）0．64％であるのに夏期には4個体で34（3．一　　　であることは論な霜たない。Hm⑨は血用蛙の系lil　l胴1！

12）1・7％見られ無糸核分裂と同じく夏期に多い成績　　　動により，10～159の石が運搬されることな観禦し，

を得た。以上のように無糸核分裂，二核細胞ともに夏　　　またSchaffer⑩は線毛運動カミかなり、迅速でしか魂，

期に多いが・これらの差の何意性をF分布を使つて検　　　強い力をもつていると岡時にこれが温度の変化によつ

定したところ，無糸核分裂ではくびれ期が5％の危　　　て著しい影轡を受けるものであることな言己載してい

険率で有意の養があり　（Fl＝・5・89＊），中隔1り」，離断　　　る。線毛運動に対する温度の影響について，　Calli…

期については慈は有意では癒い。（11隔期F6＝＝0・58，　　　burceS①は蛙の食道」皮ク）線鷹運動は温度力1蜘゜C」：

離断期Fl獣3・oの。また無糸核分裂の総和では5％の　歩ければ速さが7倍になるといつてし、＋棚⑪は’トの

危険率で有意の熟が見られた（F6騨9・09｝り。二骸細　　　隻蔦管上皮の線毛運動の研鷺に：｝c］，いて，温麗な種存に嚢

胞にっいては1％の危険率でも有意の鵡が認められる　　　化させて線匠運動による物休の運搬速度な測窺した結

（F6＝・57・63＊＊）。これらヒキガJl：ルの口蓋上皮細胞に．　　果，温度がlr）nC～45。Cの範【ll1内で綜職拠鋤が醤まれ

おいて観察された無糸分裂はしかしすべて線琶細胞に　　　37°C～38°Cの範PI】内で運動が澱もll韓穿であることを

属するものであり，杯細泡をこは一鯛もこれを見技けこ　捌1糺ている。また間氏は・熱t酬勿の聯㍑5℃刈5

とが出来なかつた。なお胞1イの分i裂像1よこ1・1までの研　　　。Cの範闘内で線唱運動が行われることな側1露し，窪

究と同様全然認められず，有糸分裂も観察されなかつ　　　温鋤物と変沼【乱1動物とでは線1’罷巡動が鴬暑i，｝1ゐ温臓の上

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方限界には大した潔iはないが，下の限界ほ約i〔1鷹の餓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　があることを述べている。中恥の矯温動物における岡

　　　　　　考　　察　　　　　　　　　　　　　　　　様のi爽験においても，線毛運動が営まれる範IJI｛は5°C

　変温動物では，冬期の冬眠状態の際には夏期の活動　　　～45°Cであり，17°C、30°Cの間では漁度の一1：鋼・とと

期のものにくらべて，細胞機能も低下しているものと　　もに速度を増し，また17°C以下の温纏では次鋤こ緩

考えられるのであるが，当教霊の厨村⑪は冬眠時のヒ　　慢となつて5°C～3°C以下では働Lするとしている回

キガエルと夏期のものとを材料として，糊腺細胞の無　　　従つて冬眠時のヒキガ＝・ルの口蓋上皮の線毛運鋤砿、

糸分裂数（無糸核分裂および二核細胞の数）について　　　著しく緩慢であるか，または伽kしているものと思わ

研究し，夏期胃内容の酸度が高く，細胞機能が光進し　　　れまた夏期の活動期のそれほ冬期にくらぺて温力に促

ているときに，無糸核分裂数とご核細胞の数が著明に　　進されているものと考えられる。佐口⑨1よ線…犠選鋤に

増加していることを観察して，胃腺細胞の無糸分裂が　　　ついてこれが線悪のll働性のみによるものではなく，

細胞の機能と平行酌に増減するものであることな報告　　　原形質および核が慮接これに関㌻するものであるとし

している，酉瀬④もヒキガエルの肝細胞について同様　　　ている。線懇巡動の運速は，線毛細胞の機能状縣の畿

の鍵験を行い，夏期活動期の肝細胞の糸［i飽機能の充進　　　現であるとも考えられ，るので，冬期の低灘状熊にある

を確認し，この際冬期のものにくらぺて無糸分裂数が　　　ヒキガユルロ蓋上皮細胞の機能は低下するとともに，

推計学的にも有意に増加していることを報告し・肝細　　　線毛運動もまた緩徐となるかあるいは停止していると

胞の無糸分裂が機能的におこるものであることを結論　　　考えられる。同様に蔓期セこおいては気温の上昇にとも

している。著者はさきセこ哺乳動物の気管上皮細胞の無　　　なつて，線毛細胞の機能洲1ヨ三盛となつて，線｛葺灘動は

糸核分裂および二核細胞の数を筑え・これが胎児およ　　　ほとんど最高度に活讃に営まれるようになるのであ

び幼若な動物では少いのに，成熱動物では多く見られ　　　ろう。さてこの翼期の機能尤進時におけるヒキガエル

ることを認め，また気管上皮の諸種の細胞の中では無　　　の口蓋上皮線竈細胞の無糸核分裂および二核細胞の数

糸核分裂および二核細伽職毛細月塵最も多数賄さ　がいずれも恕民時のものよ脇いことが，描｝1・学的に

れ・杯細胞には全然認められないことなどの成績を得　　　も立証されることからして，ヒキガエルのような下等

て，気管上皮細胞の無糸分裂が細胞機能に関係をもつ　　　な変温動物においても，これち無糸核分裂および二核

機能的無糸分裂であることを推論したのである。さ　　　状態が高等動物の気管上皮に見られたのと岡様にやは

て，ヒキガエルロ蓋上皮に見られる無糸分裂も全て線　　　り細胞の機能状態に蜜接に関連するものでいわゆる
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